
日
中
友
好
協
会
第
67
回
大
阪
府
連

大
会
は
、
７
月
11
日
、
国
労
大
阪
会

館
で
32
名
と
オ
ン
ラ
イ
ン
４
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
宣
言

は
片
山
副
理
事
長
が
物
故
者
３
名
の

紹
介
と
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
西

支
部
の
山
本
範
枝
さ
ん
が
永
年
20
年

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

渡
辺
会
長
は
「
昨
年
に
続
き
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
開
催
で
き
ま
し
た
。
７

月
７
日
盧
溝
橋
事
件
か
ら
９
月
18
日

柳
条
湖
事
件
ま
で
を
不
再
戦
月
間
と

し
、
再
び
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
に
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
」

と
開
会
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
活
動
報
告
と
２
０

２
１
年
度
活
動
の
進
め
方
を
松
尾
理

事
長
が
報
告
・
提
案
、
決
算
・
予
算

案
・
会
計
監
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
提

案
さ
れ
平
松
議
長
の
進
行
で
討
論
に

入
り
ま
し
た
。

討
論
で
は
文

書
発
言
１
名
と

10
名
が
、
会
員

拡
大
や
支
部
活

動
に
つ
い
て
発

言
し
ま
し
た
。

山
本
副
会
長

が
中
国
を
め
ぐ

る
最
近
の
情
勢

に
つ
い
て
特
別

発
言
が
あ
り
、

各
種
議
案
や
大

会
宣
言
を
拍
手
で
確
認
し
、
新
役
員

を
選
出
、
山
本
恒
人
副
会
長
が
閉
会

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

富
田
林
支
部
結
成
に

向
け
た
取
り
組
み

昨
年
の
総
会
以
降
中
国
人
か
ら
の

相
談
や
旅
行
会
社
か
ら
の
相
談
な
ど

富
田
林
で
の
中
国
人
と
の
つ
な
が
り

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
事
務
局
と
役

員
体
制
を
確
立
し
、
市
内
在
住
の
会

員
さ
ん
の
協
力
で
支
部
結
成
を
目
指

し
ま
す
。
８
月
の
藤
後
さ
ん
の
平
和

記
念
講
演
会
に
は
名
簿
会
員
へ
の
講

演
会
参
加
を
呼
び
か
け
、
支
部
結
成

へ
つ
な
げ
ま
す
。
当
面
、
多
様
な
要

求
に
間
口
を
広
げ
、
日
中
友
好
へ
の

思
い
を
聞
い
て
活
動
に
生
か
し
、
反

戦
平
和
、
歴
史
と
文
化
を
学
び
、
中

国
人
と
の
交
流
活
動
や
支
援
の
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
堺
支
部
・
岡
田
英
樹
）

女
性
部

映
画
会
や
学
習
会

感
想
会
は
豊
か
な
交
流

女
性
部
会
員
は
現
在
約
１
６
０
名

で
全
会
員
の
半
分
と
い
う
大
き
な
割

合
を
占
め
、
そ
の
う
ち
の
半
分
が
直

属
会
員
で
す
。
女
性
部
再
建
か
ら
４

年
目
を
迎
え
ま
す
が
こ
れ
ま
で
も
会

員
同
士
が
集
う
こ
と
が
困
難
で
、
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
計
画
し
て
い
た
活

動
も
中
止
、
延
期
と
な
っ
た
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
学
習
会

に
は
広
く
参
加
を
よ
び
か
け
２
回
開

催
し
ま
し
た
。
８
月
の
中
国
総
領
事

館
の
表
敬
訪
問
に
府
連
か
ら
12
名
と

女
性
部
か
ら
４
名
参
加
し
有
意
義
な

交
流
が
で
き
ま
し
た
。

３
月
に
は
中
国
総
領
事
館
主
催
の

国
際
女
性
デ
ー
、
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
初
め
て
招
待
さ
れ
１
名

参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
だ

ま
だ
制
限
が
あ
り
ま
す
が
。
み
な
さ

ん
の
生
の
声
を
今
後
の
女
性
部
の
活

動
に
生
か
す
た
め
に
学
習
・
文
化
活

動
・
交
流
の
３
つ
の
柱
で
す
す
め
て

い
き
ま
す
。
新
た
に
運
営
委
員
に
加

わ
っ
た
高
田
さ
ん
の
言
葉
「
女
性
部

に
心
の
マ
ス
ク
は
い
ら
な
い
。
あ
な

た
の
お
し
ゃ
べ
り
は
女
性
部
に
下
さ

い
。
女
性
部
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
い
た
い
」
を
心
に
と
め
、
会
員
増

や
し
も
努
力
し
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
（
常
任
理
事
・
浅
田
美

奈
子
）

左
の
写
真
は
、
高
校
生
の
李

拓
君
の
ス
オ
ナ(

嗩
吶)

演
奏
と
小
部
修

さ
ん
の
尺
八
の
合
奏
で
す
。
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大
阪
府
連
合
会

第
67
回
大
会
開
く

中
国
へ
の
関
心
に
応
え
友
好
を
深
め
よ
う

大
阪
府
連
合
会
第
67
回
大
会
を
７

月
11
日
（
日
）
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
者
と
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
７
月
の
大
会
以
降
、
コ
ロ
ナ

禍
で
、
行
事
、
会
議
の
中
止
・
延
期
・

自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
の
中

で
、
不
再
戦
・
平
和
、
中
国
百
科
検

定
の
取
組
み
、
仲
間
ふ
や
し
、
中
国

情
勢
学
習
活
動
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
活
動
が
、
各
支
部
、
女
性
部
活

動
、
各
分
野
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

仲
間
ふ
や
し
で
は
、
こ
の
１
年
間

で
新
た
に
日
中
友
好
運
動
に
加
わ
っ

た
人
た
ち
は
会
員
準
会
員
合
わ
せ
て

30
名
、
２
０
１
５
年
７
月
以
降
、
72

か
月
連
続
で
新
し
い
仲
間
を
迎
え
て

い
ま
す
。

大
会
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を

含
め
、
32
名
の
会
員
が
つ
ど
い
、
各

支
部
、
分
野
か
ら
の
、
「
活
動
の
５

原
則
」
に
基
づ
く
活
動
、
創
意
あ
る

活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
11
月
27
日
（
土
）
の
第
10
回

｢

中
国
百
科
検
定｣

の
成
功
に
向
け
て
、

対
策
講
座
だ
け
で
な
く
、
学
習
サ
ロ

ン
「
日
中
カ
フ
ェ
」
の
開
催
や
、
幅

広
い
中
国
へ
の
関
心
に
こ
た
え
る
た

め
の
教
養
講
座
計
画
を
具
体
化
し
ま

し
ょ
う
。
不
再
戦
平
和
活
動
と
し
て

定
着
し
た
、
12
月
の
「
南
京
の
記
憶

を
つ
な
ぐ
２
０
２
１
」
の
つ
ど
い
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

大

会

宣

言

（
一
部
略
）

今
回
は
、
ス
オ
ナ(

嗩
吶)

を
演
奏

す
る
機
会
を
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
初
め
て

の
人
前
で
演
奏
す
る
機
会

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

小
部
修
さ
ん
が
丁
寧
に
打

ち
合
わ
せ
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
だ
さ
り
、
無
事

に
演
奏
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
中
友
好
協
会

の
方
た
ち
が
と
て
も
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、

終
わ
り
に
か
け
て
落
ち
着
い
て
演
奏

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

や
は
り
、
演
奏
者
と
聴
衆
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
演
奏
の
魅
力
で
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
た
だ
ス
オ
ナ
を
演
奏
す
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
活
動
が
日
中

友
好
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
ス
オ
ナ
の
演
奏
活
動
を
続
け
、

大
学
に
進
学
し
中
国
語
を
学
び
、
観

光
や
音
楽
の
力
を
使
っ

て
日
中
友
好
に
貢
献

で
き
る
よ
う
な
人
間

に
な
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
日
中

友
好
協
会
の
方
た
ち

が
私
の
活
動
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
ま
す

と
、
助
か
り
ま
す
し
、

活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ

れ
ば
、
演
奏
の
機
会
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
李

拓
）

李
拓
君
ス
オ
ナ
演
奏

７
月
25
日
、
西
支
部
「
き
り
え

で
創
る
う
ち
わ
講
習
会
」
が
開
か

れ
、
10
名
が
参
加
し
近
藤
講
師
の

指
導
で
、
風
鈴

の
絵
柄
を
型
紙

に
あ
わ
せ
て
カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ
を

操
り
う
ち
わ
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

西
支
部

き
り
え
講
習
会

日
中
大
阪
府
連
事
務
所
の
夏
休

み
は
８
月
12
日
か
ら
17
日
ま
で
、

中
国
語
講
座
は
８
月
10
日
か
ら
21

日
ま
で
休
み
ま
す
。

府
連
事
務
所
の
夏
休
み

会
長
・
渡
辺
武
、
副
会
長
・
山
本
恒
人
。

理
事
長
・
松
尾
豊
。
副
理
事
長
・
片
山

英
徳
、
平
松
悦
雄
。
事
務
局
長
・
近
藤
好

幸
。
事
務
局
次
長
・
澤
野
井
公
夫
。

常
任
理
事
・
浅
田
美
奈
子
、
石
井
勉
、

恒
岡
正
勝
、
西
脇
義
彦
、
浜
正
幸
、
松
原

弥
寿
夫
。
理
事
・
浅
田
勝
美
、
荒
崎
博
、

上
村
康
夫
、
尾
中
妙
子
、
小
部
修
、
栗
山

俊
子
、
早
乙
女
実
、
坂
手
日
登
美
、
佐
藤

倫
理
、
土
井
一
正
、
西
澤
信
善
、
登
り
山

和
希
、
藤
崎
光
子
、
藤
田
大
輔
、
前
田
尋
、

森
西
武
志
、
長
山
瑛
子
、
高
田
佳
誉
子
。

会
計
監
査
・
伊
藤
滋
高
、
西
本
博
文
。

顧
問
・
石
川
元
也
、
小
林
徳
子
、
藤
後
博

巳
。
参
与
・
西
村
成
雄
、
村
田
は
な
子
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

新

役

員

紹

介
（
敬
称
略
）

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
館
、
日
本

共
産
党
参
院
議
員
山
下
よ
し
き
、
日
本
共
産
党

衆
院
議
員
清
水
た
だ
し
、
日
本
共
産
党
前
衆
院

議
員
宮
本
た
け
し
、
日
本
共
産
党
前
参
院
議
員

た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
、
明
る
い
民
主
大
阪
府
政

を
つ
く
る
会
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
、
日
本

コ
リ
ア
協
会
・
大
阪
、
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯
委

員
会
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
大
阪
府
連
合

会
、
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
大
阪
府
支
部
連
合

会
、
原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会
、
大
阪
平
和

委
員
会
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
、
大
阪
府
歯
科

保
険
医
協
会
、
大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会
、

日
本
機
関
誌
協
会
大
阪
府
本
部
、
関
西
共
同
印

刷
所
、
関
西
合
同
法
律
事
務
所
、
治
安
維
持
法

犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
大
阪
府
本
部
、
全

大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
、
大
阪
自

治
体
問
題
研
究
所
、
全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
、

大
阪
市
役
所
労
働
組
合
、
門
真
市
職
員
労
働
組

合
、
大
阪
医
療
労
働
組
合
連
合
会
、
日
本
中
国

友
好
協
会
会
長
・
井
上
久
士
、
兵
庫
県
連
合
会
、

福
岡
県
連
合
会
、
奈
良
支
部
（
敬
称
略
順
不
同
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
26
団
体
と

政
党
か
ら
頂
き
ま
し
た
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府
連
通
信
で
は
こ
れ
ま
で
も
強
面

(

こ
わ
も
て)
と
融
和
と
い
う
中
国
の

２
つ
の
顔
を
強
調
し
て
き
ま
し
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
『
日
本
経
済
新
聞
』

（
７
月
３
日
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
も
、

「
自
信
過
剰
」
か
「
不
安
症
」
な
の

か
と
問
い
か
け
、
「
正
解
は
片
方
で

は
な
く
両
方
と
見
る
べ
き
。
自
信
過

剰
と
不
安
症
の
併
発
」
し
て
い
る
状

態
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
は
た
し
て

ど
う
見
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
は
「
関
与
」
政
策

か
ら
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
へ

ト
ラ
ン
プ
前
政
権
は
、
ニ
ク
ソ
ン

元
大
統
領
が
「
中
国
に
変
化
を
誘
発

す
る
」
こ
と
を
期
待
し
て
始
め
た

「
関
与
」
政
策
は
失
敗
し
た
と
断
定
、

「
分
離
」
す
な
わ
ち
「
中
国
と
の
全

面
対
決
」
路
線
に
転
換
し
ま
し
た
。

バ
イ
デ
ン
新
政
権
の
対
中
政
策
の

基
調
は
そ
の
継
承
に
あ
り
ま
す
。

「
民
主
主
義
対
専
制
主
義
」
と
い

う
価
値
観
対
決
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
、

Ｇ
７
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
中
国
包
囲

網
を
煽
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
菅
政

権
は
真
先
に
こ
れ
に
乗
っ
て
、
台
湾

海
峡
の
緊
張
を
誇
張
し
つ
つ
、
日
米

同
盟
優
先
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
、

自
衛
隊
の
沖
縄
南
方
展
開
を
急
い
で

い
ま
す
。

し
か
し
注
意
深
く
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
台
湾
問
題
で
強
気
に

動
く
バ
イ
デ
ン
政
権
も
そ
の
裏
で
は

米
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）

ア
ジ
ア
政
策
統
括
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
イ

ン
ド
太
平
洋
調
整
官
が
「
ひ
と
つ
の

中
国
」
堅
持
を
明
言
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

中
国
は
強
面
と
い
う
顔

「
戦(

せ
ん)

狼(

ろ
う)

外
交
」
と
い

う
言
葉
ご
存
知
で
す
ね
。
居
丈
高
な

外
交
、
国
際
法
や
慣
行
を
無
視
す
る

行
為
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

尖
閣
領
海
侵
入
の
常
態
化
、
南
沙
、

西
沙
諸
島
で
の
拡
張
主
義
。
香
港
に

直
接
治
安
当
局
（
国
家
安
全
公
署
）

を
設
置
し
、
香
港
行
政
当
局
を
指
揮

し
て
「
一
国
二
制
」
解
体
を
急
ぎ
、

台
灣
へ
の
「
軍
事
力
に
よ
る
統
一
」

を
ち
ら
つ
か
せ
る
強
権
的
振
る
舞
い
。

さ
ら
に
少
数
民
族
に
対
す
る
「
中

華
民
族
同
化
」
政
策
の
推
進
な
ど
は
、

多
く
の
日
本
国
民
同
様
、
日
中
友
好

協
会
の
わ
た
し
ど
も
も
首
を
か
し
げ

ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
す
。

国
際
融
和
と
協
調
の
顔
・
１

で
も
じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
る
と

別
の
顔
も
見
え
て
き
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
前
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
気
候
変
動

対
応
・
パ
リ
協
定
を
離
脱
し
た
と
き

中
国
は
協
定
を
守
り
、
真
っ
向
か
ら

ト
ラ
ン
プ
を
批
判
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
が
中
国
に
追
加
的
高
関

税
を
課
す
だ
け
で
な
く
、
手
前
勝
手

な
自
国
利
益
第
一
主
義
を
掲
げ
た
と

き
も
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

の
「
自
由
貿
易
」
原
則
を
擁
護
す
る

立
場
を
宣
言
し
ま
し
た
。

「
一
帯
一
路
」
経
済
圏
が
進
展
し
、

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資

銀
行
）
は
、
加
盟
国
・
地
域
が
１
０

２
カ
国
（
Ｇ
20
中
13
カ
国
を
占
め
る
）

と
な
り
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
・
総
裁
国
日
本
）
68
カ
国
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（
大
阪
府
連
副
会
長

山
本
恒
人
）

建
国
百
年
（
２
０
５
０
年
）
に

歩
み
だ
す
中
国

（
上
）

コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
で
会
場
閉
鎖
と
な

り
、
開
催
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
今
年
の
「
花
の
き

り
え
展
」
は
、
１
ヶ
月
後

の
７
月
６
日
か
ら
11
日
、

長
居
植
物
園
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
き
ま
し
た
。

昨
年
も
中
止
に
な
っ
て

い
た
た
め
２
年
ぶ
り
の
展

示
に
、
45
人
の
出
品
者
も
高
揚
感
に

捉
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ユ
リ
や
牡
丹
、

ラ
ン
な
ど
よ
く
知
ら
れ
た
花

が
ら
、
青
い
ケ
シ
や
オ
ク
ラ

の
花
、
ゆ
き
も
ち
草
や
ゴ
テ

チ
ャ
な
ど
珍
し
い
花
も
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

表
現
に
も
そ
れ
ぞ
れ
が
工

夫
を
こ
ら
し
て
、
き
り
え
な

ら
で
は
の
花
の
描
き
方
に
努

め
て
い
ま
し
た
。
私
は
西
宮

の
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
教
会
の
庭

に
咲
く
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
を
出
品
し
ま

し
た
。

花
の
き
り
え
展
よ
う
や
く
開
催

前
田

尋

府
連
大
会
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
ラ
イ

ン
参
加
な
ど
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

大
会
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

渡
辺
武
会
長
あ
い
さ
つ
は
前
日
の

米
国
高
官
発
言
「
米
国
は
台
湾
独
立

を
承
認
で
き
な
い
」
問
題
を
取
り
上

げ
、
台
湾
海
峡
を
め
ぐ

る
日
米
の
危
険
な
動
き

や
、
中
国
に
よ
る
南
・

西
沙
諸
島
の
領
有
権
問

題
、
香
港
・
新
疆
ウ
イ

グ
ル
の
人
権
問
題
、
西

側
の
偏
っ
た
報
道
等
々

本
当
は
ど
う
な
の
か
、

中
国
は
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ

る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し

た
。協

会
が
め
ざ
す
日
中

友
好
の
立
場
は
日
本
の

侵
略
戦
争
の
歴
史
を
教
訓
に
日
中
不

再
戦
、
日
中
両
国
民
の
相
互
理
解
と

友
好
を
深
め
る
こ
と
に
あ
る
。
ア
ジ

ア
と
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
と
述
べ
、
協
会

は
日
中
友
好
の
中
心
的
組
織
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
決
意
を
述
べ
ら

れ
た
の
は
、
日
中
友
好
協
会
と
中
国

と
の
関
係
に
つ
い
て
国
民
の
疑
問
に

的
確
に
こ
た
え
る
内
容
で
あ
り
大
変

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

李
拓
さ
ん
と
小
部
さ
ん
の
中
国
の

伝
統
楽
器
ス
オ
ナ
と
尺
八
の
コ
ラ
ボ
、

李
拓
さ
ん
の
独
奏
２
曲
は
誠
実
で
清

潔
な
人
柄
と
相
ま
っ
て
大
会
に
文
化

の
香
り
を
響
か
せ
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
大
会

に
参
加
し
た
支
部
の
人
の

感
想
は
「
富
田
林
支
部

（
河
南
支
部
）
が
城
北
支

部
に
続
い
て
一
日
も
早
く

結
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
山
本
恒
人
副
会

長
の
中
国
情
勢
報
告
は
短

時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
説

得
力
あ
る
内
容
で
し
た
。
」

な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
国
帰
国
者
サ
ポ
ー
ト

の
長
山
さ
ん
、
歴
史
教
科
書
問
題
を

提
起
さ
れ
た
堺
支
部
の
浅
田
さ
ん
、

支
部
主
催
の
百
科
検
定
促
進
講
座
を

開
催
し
会
員
拡
大
に
も
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
城
北
支
部
の
西
脇
さ

ん
の
発
言
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し

い
状
況
の
中
で
奮
闘
す
る
各
支
部
と

交
流
で
き
た
有
意
義
な
府
連
大
会
で

し
た
。
（
城
北
支
部

佐
藤
倫
理
）

新
ス
タ
イ
ル
の
府
連
大
会
良
か
っ
た

堺
支
部
か
ら
日
中
府
連
大
会
に
は

国
労
会
館
に
３
名
、
ズ
ー
ム
で
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

討
論
ト
ッ
プ
で
岡
田
英
樹
さ
ん
は

「
富
田
林
支
部
立
ち
上
げ
に
向
け
た

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
中
国
人
と

の
つ
な
が
り
の
拡
大
、
事
務
局
メ
ン

バ
ー
の
確
保
、
府
連
か
ら
の
名
簿
提

供
、
堺
支
部
の
支
援
な
ど
支
部
結
成

の
目
途
が
つ
い
た
こ
と
を
発
言
さ
れ

ま
し
た
。

藤
後
博
巳
さ
ん
の
富
田
林
市
戦
争

展
・
平
和
記
念
講
演
会
（
８
月
15
日

㊐
14
時
～
富
田
林
市
民
会
館
）
に
名

簿
会
員
へ
の
講
演
会
参
加
の
呼
び
か

け
、
お
好
み
店
で
の
二
次
会
に
中
国

人
の
友
達
が
参
加
す
る
こ
と
。
そ
し

て
、
多
様
な
要
求
に
間
口
を
広
げ
、

日
中
友
好
へ
の
思
い
を
聞
い
て
活
動

に
生
か
し
、
反
戦
平
和
、
歴
史
と
文

化
を
学
ぶ
、
中
国
人
と
の
交
流
と
支

援
の
活
動
を
し
て
い
く
と
力
強
く
発

言
し
ま
し
た
。

浅
田
支
部
長
は
、
桃
山
学
院
大
学

の
中
国
留
学
生
と
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
交
流

と
秋
の
久
保
惣
美
術
館
訪
問
、
日
中

戦
争
お
よ
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
を

ア
ジ
ア
の
解
放
戦
争
で
あ
っ
た
と
い

う
自
由
社
の
「
中
学
歴
史
教
科
書
再

採
択
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し

ま
し
た
。

高
校
生
の
李
拓
さ
ん
に
よ
る
チ
ャ
ル

メ
ラ
演
奏
は
と
て
も
楽
し
く
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
上
村
康
夫
）

堺
支
部
か
ら
６
名
参
加

秋
の
行
事
を
計
画

昨
年
８
月
開
講
の
大
阪
府
連
主
催
陳
式
簡
化
太
極

拳
練
習
会
は
、
８
月
１
日
第
１
期
10
回
の
練
習
が
終

了
し
ま
し
た
。
毎
回
20
名
前
後
が
参
加
し
て
、
陳
式

の
た
め
の
基
本
練
習
、
腰
を
中
心
と
し
て
身
体
で
腕

を
運
ぶ
な
ど
を
学
び
、
第
１
段
が
終
了
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
引
き
続
き
第
２
期
を
行
い

ま
す
。
10
回
１
万
円
で
、
第
２
期
練
習
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
第
２
期
は
第
１
段
の
復
習
と
、
第
２

段
の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。

陳
式
練
習
会
第
１
期
終
了

中
国
大
使
館
か
ら
前
回
に
引
き
続

き
３
回
目
の
マ
ス
ク
が
本
部
に
寄
贈

さ
れ
、
本
部
か
ら
大
阪
府
連
に
、
先

日
１
０
０
０
枚
が
届
き
ま
し
た
。

支
部
行
事
や
会
員
へ
の
配
布
の
希

望
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ
い
。

マ
ス
ク
は
10
枚
１
組
、
50
組
が
１

箱
に
入
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
支
部
ご
と
に
ま
と
め

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

中
国
大
使
館
か
ら
３
回
目
の
マ
ス
ク
寄
贈
さ
れ
る


